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技術開発の事例を 2 つ取り上げて事例研究を行った。1 つ目の事例は、1970 年代の公害問題に端を発す
る排出ガス規制対応である。排出ガス中の関連成分を減らす技術開発が行われ、規制値をクリアするに
至ったが、その対策のための費用が製品価格に転嫁された結果、販売台数の落ち込みを招いた。すなわ
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３ 事例分析  
3.1  1970 年代及びそれ以前（Ⅰ期） 
本章では、自動車産業における環境技術の変遷を取り上げて、事例分析を行う。第 2
章で述べた問題意識の対象としては、後述する 1970 年代の排出ガス規制対応（Ⅰ期）
と 1990 年代以降のハイブリッド車に代表される環境対応車（Ⅲ期）を比較検討する。 
1940 年代、アメリカ・ロサンゼルスではスモッグの発生が確認され、多くの市民が
目、鼻、喉などへの被害を受けた。ロサンゼルスでは、1947 年からスモッグ発生の原















化炭素（CO）と炭素水素（HC）と窒素酸化物（NOx）の規制が、1976 年と 1978 年に
はさらに窒素酸化物（NOx）の規制が強化された (1)。また 1978 年には、オイルショッ
クを受けて燃費規制も施行された。従来の 1973 年規制値と公害問題を受けて規制が強
化された 1975 規制値を比較すると、1973 年規制値は CO が 26.00、HC が 3.80、NOx




表 3.1.1 日本のガソリン乗用車の排出ガス規制値の推移 
規制値[g/km] 
成分 
1973 年 1975 年 1976 年 1978 年 2000 年 2005 年 
CO 26.00  2.70  ← ← 0.67  1.15  
HC(NMHC) 3.80  0.39  ← ← 0.08  0.05  
NOx 3.00  1.60  
0.84 
1.20(※2) 
0.48  0.08  0.05  
（※1） 試験モードは、1976 年までは 10 モード、1978 年からは 10・15 モード、 2005
年からは 10・15＋11 コンバインモードの数値。 
（※2） 上段：車輌重量 1000kg 以下、下段：車輌重量 1000kg 超。 
(出所)「新車排出ガス規制の経緯」国土交通省, http://www.mlit.go.jp/common/ 












表 3.1.2 排出ガスの人体への影響 
成分 主な人体への影響 
一酸化炭素（CO） 体内の酸素の運搬障害、各種生理機能障害 
炭素水素（HC もしくは NMHC） 目、気道等への粘膜刺激症状 
窒素酸化物（NOx） 呼吸器系の障害 
(出所)「環境白書」環境省 , https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/honbun.php3?kid 













図 3.1.1 空燃費と排出ガス値の関係 











図 3.1.2 CVCC エンジン外観 





図 3.1.3 CVCC エンジン燃焼メカニズム 


















表 3.1.3 CVCC の排出ガス達成値 
 CO(g/km) HC(g/km) NOx(g/km) 
CVCC 
マニュアル車 
1.88 0.19 0.77 
CVCC 
オートマチック車 


















































































 実際の製品価格の上昇率の一例を表 3.1.4 に示す。約 5～10%程度の価格上昇が見受
けられる。また乗用車の販売台数の推移を図 3.1.6 に示す。1960 年頃から右肩上がりの






表 3.1.4 1975 年  排出ガス規制に伴う価格上昇率の一例 
車名 グレード 価格上昇率[%] 
クラウン 2000DX 5.6 
セドリック 2000DX 8.2 
コロナ 1600GL 9.9 
ブルーバード U 1600DX 10.8 
ギャラン 1600MCA-DX 9.2 
カローラ 1600HiDX 9.5 
シビック 1500DX 7.2 











































日産 3 代目シルビア(1979 年発売) ホンダ 初代プレリュード(1978 年発売) 
図 3.2.1 日産・シルビアとホンダ・プレリュードの外観 
(出所)日産 HP http://www.nissan.co.jp/MUSEUM/SILVIA/ (2014/11/19 アクセス), ホ

















































図 3.2.2 国産乗用車とスペシャルティカーの販売台数推移 
(※1) クーペをスペシャルティカーとし集計した 















図 3.2.3 燃費規制値の推移 
(出所)「各国の燃費規制動向」財団法人日本自動車研究所, 































ールし、排出ガスを低減する PGM-FI を独自に研究開発した (3) 。その後のホンダの環
境技術開発の歴史を整理すると、表 3.2.1 のようになる。1973 年に CVCC エンジンの
開発に成功した後、1991 年には VTEC-E と呼ばれる希薄燃焼エンジンの開発に成功し
 19 
低燃費・低公害を実現、1995 年には Honda LEV と呼ばれる技術を開発し、1978 年の




。また 1997 年にマイナーチェンジしたシビックフェリオに、HONDA LEV
グレードが追加されたが、その概観を図 3.2.6 に、緒元を表 3.2.2 にそれぞれ示す。VTEC、






表 3.2.1 ホンダの環境技術開発の歴史 
  名称 内容 








1995 年 HONDA LEV 
ガソリンの燃焼速度を上げることにより、排出ガス中の有
害成分を抑制し、さらにその後、三元触媒にて浄化するこ
とで、1978 年の排出ガス規制値の 1/10 レベルを達成。 
1997 年に発売されたシビックフェリオ LEV の排出ガス値
は、CO：0.37、HC：0.02、NOx：0.03 であり、すでに 2000 年
の排出ガス規制値をも大幅にクリアしている水準である。 
(出所)ホンダHP http://www.honda.co.jp/factbook/auto/CIVIC/19910910/cv91-011.htm 
l, http://www.honda.co.jp/cleanair/cav02.html, http://www.honda.co.jp/news/1997/49 




図 3.2.6 シビックフェリオ外観 




表 3.2.2 シビックフェリオの緒元表 
車名 グレード エンジン 駆動方式 価格[千円] 
ML 1.5L ハイパー16 バルブ＋PGM-FI 2WD 1,318 
Vi 1.5L 3 ステージ VTEC 2WD 1,483 
Si 1.6L DOHC VTEC 2WD 1,858 




LEV 1.6L 16 バルブ＋PGM-FI 2WD 1,318 












は 1973 年から減少してきていたものの、「自動車の NOx 総量削減に関する特別措置





条約締約国会議（COP）が開催されており、特に 1997 年に京都で開催された第 3 回の
会議では、日本が率先して削減目標を提案し、合意された。ここで合意された温室効
果ガスの削減目標値とは、2008 年から 2012 年の間で 1990 年と比較し、日本-6%、ア





















図 3.3.1 初代プリウス(左)と初代インサイト(右)の外観 
(出所)トヨタ HP https://www.toyota.co.jp/jp/environmental_rep/04/download/pdf/c4 





左）を、三菱は i-MiEV（図 3.3.2 右）をそれぞれ発売している。日産・リーフの世界






図 3.3.2 日産・リーフ（左）と三菱 i-MiEV（右）の外観 
(出所)日産ＨＰ http://www.nissan-global.com/JP/NEWS/2010/_STORY/101203-01-j.ht 















ヨタ・アクア、ホンダ・フィット（表 3.3.4 参照）に匹敵する燃費性能を示している (21)(22)。  
 以上のような各社の動向をハイブリッド車、電気自動車、内燃機関（ガソリン車、



























































図 3.3.3 先進 7 ヶ国の販売台数推移 
※7 ヶ国は、アメリカ、日本、イギリス、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン。 
(出所)マークラインズ HP http://www.marklines.com/ja/ (2014/12/4 アクセス)を元に筆者











図 3.3.4 ハイブリッド技術供与に関する勢力図 














定員 2 名、価格は 2,100,000 円であった。また、排出ガスに対する浄化性能は、2000




図 3.3.5 ホンダ IMA システム イメージ図 




























 インサイトは、2009 年にモデルチェンジが行われた。車輌価格 180 万円で、燃費は




図 3.3.6 二代目インサイト外観 



















































ダ・フィットでは、発売後 1 ヶ月の販売台数は計画の約 4 倍となる 62,000 台を超える
ヒットとなった。幅広い年齢層が購入しており、ハイブリッド車とガソリン車の内訳






勝るが、販売価格も高価になっている。仮に、年間 10,000km 走行、10 年間使用、レ







表 3.3.2 フィット緒元  
 ハイブリッド車 ガソリン車 
外観 
  









販売価格 1,681714 円 1,299,800 円 















いては、Energy Information Administration よりデータを入手し、レギュラーガソリ

































表 3.3.4 ハイブリッド車とガソリン車の価格比較 
 
(出所)ホンダ HP http://www.honda.co.jp/auto/, http://automobiles.honda.com/、トヨ






ッチコピーの「Blue Skies For Our Children」は、「子供たちに青空を」という意味で















図 3.3.7 ホンダの環境に対するメッセージ 




図 3.3.8 トヨタ環境への取り組み 
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